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Ⅰ．緒　言
　地域保健法が施行された1994年以降，国の保健・福祉
行政の急速な動きに合わせて，社会から求められる保健
師の役割・機能も拡大している。平成15年10月に出され
た厚生労働省健康局長通知１）では，計画の効果的な実
施と進行管理および評価なども新たに明記された。それ
を受けて，保健師の管理機能や効率性・有効性・経済性
をキーワードに戦略的な活動展開をしていくマネジメン
トが注目されてきている２～４）。
　管理機能は，保健師に必須の機能であり，初任期から
発揮することが求められ，所属組織内の組織運営管理に
留まらず，看護実践の対象となる地域全体を管理する地
域管理がある５）。
　保健師のマネジメントは，人的・物的環境や予算を含
めた保健師活動を行う上での体制づくりや，事業の企
画・評価，活動に関係する情報や人材の管理・育成な
ど，として管理機能も含めて説明されている６～９）。しか
し，保健師活動をマネジメントの観点から概念化した研
究は十分になされていない。
　また，保健師のマネジメントには，めざす姿に向かっ
て成果を生み出すためのしくみづくりが必要である10）。
保健師は，事業案作成過程で効果や効率性に配慮し11），
戦略的な計画を立てている12）が，活動展開におけるし
くみは解明されていない。そこで，保健師の特徴的な活
動の中で，成果を生み出すしくみに着目して保健師のマ
ネジメントを説明することに意義があると考えた。
Ⅱ．目　的
　保健師の特徴的な活動である地域づくりにおいて，保
健師が行ったマネジメント活動の特徴を明らかにする。
Ⅲ．用語の定義
１．保健師のマネジメント
　地域や地域住民個人の健康に関する「めざす姿（ビ
ジョン）」の実現に向けて，しくみを創造・活用する過
程を通して，保健・福祉サービスを効果的・効率的・経
済的に提供するために必要な活動である。
　マネジメントには，Plan・Do・Seeの働きがあり，こ
の一つひとつをマネジメント機能とする。一連のPlan・
Do・Seeをマネジメント行為，一つのしくみを創造・活
用する過程でのマネジメント行為の総体をマネジメント
活動とする。Plan・Do・Seeはサイクルがあり，これを
マネジメントサイクルとする。
２．しくみ
　より成果をあげて目的を達成するために必要となる段
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階的な目標設定や資源投入であり，その結果，次なる目
標設定が見出せるしかけである。しくみを創造・活用す
る過程の中にPlan・Do・Seeのマネジメントサイクルが
存在し，そのサイクルを繰り返しながら最終的な目的達
成に向かう。
３．地域づくり
　地域住民が描いている健康な生活を住民と保健師が共
有し，両者の協働による活動プロセスをとおして地域住
民一人ひとりが役割をもち，地域ぐるみで健康な生活が
営める町をつくっていくこととする。
Ⅳ．研究方法
１．対　象
　保健師経験10年以上のキャリアを積んだ，主任以上の
能力のある保健師３名を調査対象とした。その理由は，
先行研究により，経験年数に応じて必要とする能力と到
達目標の違いがあり，この違いは管理的な視点と役割に
よるものと考えられることからである。
　地域づくりとして取り上げる活動事象は，保健師が住
民と共に行ってきた活動で，健康づくりの活動が特定の
住民から地域全体での健康づくりへと拡がっている活動
とし，３名の保健師から聞き取った３事例を分析対象と
した。
２．データ収集方法
　保健師へインタビューを行い，許可を得て録音し逐語
録を作成した。保健師の活動記録や活動場面での参加観
察記録もデータとした。
３．データ収集項目
　自治体の理念やめざす姿・地域の特徴，事例の経過に
沿った活動目的・目標・計画，保健師が働きかけた対
象・内容・方法・意図・成果について収集した。
４．データ収集期間
　平成18年５月～平成18年７月
５．分析方法　
１ ）インタビュー内容や保健師による記録から，働きか
けた対象やその内容がわかる範囲をひとかたまりとし
て過程を取り出す。
２ ）全体を概観した上で，地域づくりを行うために意図
的につくったしくみを抽出し，活動の目的別に分類す
る。
３ ）活動の目的別に，１）で取り出した過程を時系列に
並べ，「目的・意図」「保健師の思い」「働きかけた（ね
らった）対象」「方法」「成果」を抽出する。
４ ）活動の成果から効率的・効果的・経済的な成果を抽
出し，マネジメントの成果とする。
５ ）３）から，マネジメント機能を整理し，保健・福祉
サービスを効果的・効率的・経済的に提供する活動と
いう観点から，マネジメント行為を明らかにする。
６ ）５）の結果を基に３事例を統合し，しくみごとに行
なっていたマネジメント行為の総体をマネジメント活
動として端的に表現する。
６．倫理的配慮
　聞き取り対象となる保健師および参加観察場面での事
業参加者あるいは関係者に対して研究の目的を説明し，
自由意思による同意の得られた場合にのみ研究データと
した。研究計画については，千葉大学看護学部倫理審査
委員会にて承認を受けた。
Ⅴ．結　果
１．各事例の活動概要
１）事例X
　事例Xでは，「子どもは未来という大きな可能性を秘
めた財産である」を村の基本理念に，母子支援と生活習
慣病予防のための生活習慣の確立の２つの目的をもった
活動であった。活動のきっかけは，昭和50年ごろより，
全国から村に嫁いでくる人が徐々に増え，生活習慣の違
う村での生活や子育てのつらさ等を訴える母親が増えて
きたことである。そのような状況から，母親の自助グ
ループであるA事業を立ち上げ，住民と共に地域ぐるみ
の子育て支援に今日まで取り組んでいる。
　事例Xでは，５つのしくみを創造・活用していた。そ
の内容は，①乳幼児健診など日常の保健活動のシステ
ム，②当事者の悩みや問題を解決し予防していくA事
業，③A事業を継続させていく当事者の主体的な活動，
④地域全体で子育てを支える基盤となる地区組織，⑤A
事業を健康教育の機会としていく他の保健事業であっ
た。さらに，保健師は，しくみを発展させ，地域住民の
自主的な活動が継続されるように，母親のグループを自
治会組織の１つとして組織化し，地域の子育て支援の１
つのシステムをつくっていた。
２）事例Y
　事例Yは，「地域住民同士が出会い，ふれあう機会を
通してお互いに支え合い，いつまでも元気に過ごす」を
めざす姿としており，介護予防事業であるB事業を立ち
上げた。これは，地域住民のボランティア意識を高め，
支え手として活用しながら，地域ぐるみで高齢者の介護
予防を支援する活動であった。
　事例Yでは，５つのしくみを創造・活用していた。そ
の内容は，①当事者の悩みや問題を解決し予防していく
B事業，②B事業を継続させていく当事者の主体的な活
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動，③地域全体で子育てを支える基盤となる地区組織，
④B事業を健康教育の機会としていく他の保健事業，⑤
支え手となる人的資源を開発・創造していく社会福祉協
議会のボランティア育成事業であった。保健師は，これ
らのしくみが継続されるように，他機関との連携を強化
する体制を整えながら，B事業が地域住民の自主的な活
動として軌道に乗ったところで，社会福祉協議会のサロ
ン事業としていくシステムをつくっていた。
３）事例Z
　事例Zは，健康への関心を高め，将来的に地域の支え
手となる地域住民を増やすための活動であった。そのた
めに保健師は，母子・成人保健推進員育成事業であるC
事業を行っていた。事業目的は，行政と住民のパイプ役
を果たし，健康に関心のある住民を増やすである。保健
師は，健康づくりへの関心を高めることで，将来的に地
域の支え手となることをねらっていた。C事業は，各地
区から選出された住民が２年の任期で活動し，16期生ま
で排出した現在では，人口約7,500人の地域に約500名の
経験者が存在している。
　事例Zでは，４つのしくみを創造・活用していた。そ
の内容は，①地域全体で子育てを支える基盤となる地区
組織，②地域の健康を考える機会となる他の保健事業，
③地域の中での活動機会となる地域の資源，④支え手と
なる人的資源を開発・創造していくC事業であった。保
健師は，このようなしくみを通して，地域住民同士が支
え合いながら，健康づくりをすすめていくシステムを構
築しようとしていた。
２．地域づくりにおいて保健師が創造・活用したしくみ
　３事例を統合し，事例Xの５つ，事例Yの５つ，事例
Zの４つのしくみは，同質の意味内容から以下の８つに
集約できた。
１）日常の保健活動のシステム
２）当事者の悩みや問題を解決し予防していく事業
３）事業を継続させていく当事者の主体的な活動
４）地域全体で当事者を支える基盤となる地区組織
５）地域の健康課題に関心をもたせていく他の保健事業
６）地域の中での活動機会となる地域の資源
７ ）支え手となる人的資源を開発・創造していく他機関
の事業
８）支え手となる人的資源を開発・創造していく事業
３ ．マネジメント機能の実態から捉えた地域づくりにお
ける保健師のマネジメント行為
　事例Xにおいて，しくみを創造・活用する過程で発揮
したマネジメント機能と，その実態から捉えた保健師の
マネジメント行為および成果を表１に示す。
文章中，マネジメント機能を＜　＞，マネジメント行為
を《　》で示す。
　事例Xでは，５つのしくみを創造・活用していた。そ
の１つを例にあげて説明すると，当事者の悩みや問題を
解決し予防していくA事業をしくみとして活用する過程
では，４つのマネジメントサイクルを動かしていた。保
健師は，＜当事者のニーズを確認する＞ことを計画し，
＜当事者の思いを情報収集する＞ことを活動として行っ
ていた。その内容から＜当事者の思いを集約する＞こと
を活動の評価として行っていた。その結果，当事者同士
が集うことを期待していることがわかった。この過程に
おけるマネジメント機能の実態から，当事者のニーズに
合った活動方法が選択できるという効果的で効率的な活
動として，《当事者の集う場についてのニーズを確認す
る》が，保健師のマネジメント行為として捉えることが
できた。さらに，その評価を使って，次の計画である
＜活動のきっかけをつくり，当事者の理解を得る＞こと
を立案し，活動を展開していた。このように，保健師は
マネジメント機能をサイクルとして動かし，評価を次な
る計画に活かしていた。この過程では他に，マネジメ
ント機能の実態から，《当事者が集うことへの理解を促
す》，《当事者が集う場をつくる》，《自主的な活動ができ
る当事者のグループをつくる》を保健師のマネジメント
行為として捉えることができた。
４ ．地域づくりにおける保健師のマネジメント活動と創
造・活用したしくみ
　以下は，３事例を統合した結果である。８つのマネジ
メント活動について，創造・活用したしくみとの関連で
説明する。文章中，マネジメント活動は【　】で示す。
表２は，３事例を統合した結果から，保健師が創造・活
用したしくみとマネジメント活動示す。
１）活動の根拠を明らかにし活動の方向性を決定する
　【活動の根拠を明らかにし活動の方向性を決定する】
は，活動の根拠を明らかにするしくみとして，日常の保
健活動のシステムを活用するマネジメントサイクルから
見出された内容である。この中で保健師は，２つのマネ
ジメントを行っていた。１つは，《当事者の健康課題を
明らかにする》であった。事例Xを用いて説明すると，
保健師は，日ごろ行っている乳幼児健診や乳幼児相談の
場での生の声から，母親の訴えや悩みを子育てに関係す
る問題と捉え，地域の健康課題を明らかにしていた。２
つ目は，《既存の地区の活動をヒントに対応策を立てる》
であった。同じく事例Xにおいて，保健師は，既に自主
的に集まって仲良くしている母親グループの活動への参
加をきっかけに，母親同士が集う意味を確認し，子育て
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表１　地域づくりで行った保健師のマネジメントとマネジメント機能（事例Ｘ）
しくみ
マネジメント機能
マネジメント行為
マネジメント
活動
マネジメントの成果Plan Do See
①乳幼児健
診など日常
の保健活動
のシステム
日ごろの活動から健
康課題を探索する。
実態を調査する。
住民の実態を評価し，
健康課題を明らかに
する。
子育てをしている母
親の健康課題を明ら
かにする。
活動の方向性
を決定するた
めに，活動の
根拠を明らか
にする。
ニーズに合った活動
になる。
日常の活動から解決
策を探る。
実態を調査する。
活動を評価し解決策
の根拠とする。
既存の地区の活動を
ヒントに対応策を立
てる。
根拠ある活動ができ
る。
②当事者の
悩みや問題
を解決し予
防していく
A事業
当事者のニーズを確
認する。
当事者の思いを情報
収集する。
当事者の思いを集約
する。
当事者の集う場につ
いてのニーズを確認
する。
当事者のニー
ズを確認し，
当事者の理解
を得ながら事
業を立ち上げ
る。
当事者のニーズに
合った活動方法が選
択できる。
活動のきっかけを作
り，当事者の理解を
得る。
当事者に対して直接
的に働きかける。
当事者の反応を捉え
る。
当事者が集うことへ
の理解を促す。
当事者が自分の問題
として捉えることが
できる。当事者同士
の支え合いによる悩
み・問題の解決のた
めの基盤ができる。
資源を整える。
場所を確保するため
に調整する。
活動の成果を確認す
る。
当事者が集う場をつ
くる。
活動の目的を当時者
に理解してもらう。
当事者に対して直接
的に働きかける。
当事者の反応を捉え
る。
自主的な活動ができ
る当事者のグループ
をつくる。
自主的な活動ができ
るグループをつくる
ことによって，当事
者のもっている力が
高まる。より相互作
用が生じる。
③A事業を
継続させて
いく当事者
の主体的な
活動
意欲的なところから
活動を始める。
事業の目的を説明し，
意欲を確認する。
活動の成果を確認し，
優先順位を決定する。
希望した地区から立
ち上げていく。
当事者の主体
性を大事にし
ながら，自主
的な活動にな
る よ う に サ
ポートしてい
く。
より主体性の高いと
ころから活動できる。
成功事例となりやす
い。　　　　　　　
当事者の思いを反映
した活動計画を立案
する。
当事者と共に活動内
容を決定する。
当事者の立場に立っ
て活動内容を評価す
る。
活動内容を当事者と
相談しながら決めて
いく。
当事者が考えた自分
たちの活動として意
識が高まる。
効果的な活動展開を
考える。
親睦を深めるための
活動を展開する。
地区の特徴に合わせ
て活動を評価する。
当事者同士が親睦を
深めていくように活
動を展開する。
親睦を深め，何でも
言い合えることで自
分たちの会になりや
すい。相互作用が生
じる。
活動の方向性を導く。
当事者の活動に参加
し，方向性をもって
助言する。
成果を確認する。
軌道に乗るまで保健
師が毎回参加し，活
動のノウハウを伝え
ていく。
活動のノウハウを知
り，自分たちの活動
になる。
自主的な活動となる
ように，会長を中心
とした支え方を考え
る。
中心となる人に相談
やアドバイスを行う。
当事者の受け止めと
活動内容を評価する。
会長をバックアップ
していく。
グループ運営の力が
つく。
④地域全体
で子育てを
支えていく
ために活用
していく地
区組織
事業化のための組織
的な体制を整える。
組織的な了解を得て
いく。
活動についての反応
を捉える。
事業化していくため
に所属部署の理解を
得る。
事業化し，地
区組織活動と
して活動して
行くための基
盤を整える。
保健師が活動がしや
すくなる。保健師の
活動費がつく。
地域の理解を得てい
く。
父親，姑，舅，地区
住民の理解を得るた
めに交流会等を行う。
住民の反応を見なが
ら活動の成果を確認
する。
地区組織を活用して，
周囲の住民を巻き込
んでいく。
周囲から批判を受け
ずに活動できる。
地域全体の活動の方
向性を考える，組織
化する。
活動をサポートし組
織化へ向けていく。
保健師として支える
ところを見極める。
組織化する。 地域の中で認められ
る存在となり，潰さ
れないようになる。
組織に活動費がつく。
地区組織として認め
てもらうための方法
を考える。
地区組織として関係
部署に説明し認めて
もらう。
活動の成果を確認す
る。
組織化するために地
域に働きかける。
⑤A事業を
健康教育の
機会として
いく他の保
健事業
意図をもって活動の
方向性を導く。
学習的要素をもたせ
た活動内容を組み込
んでいく。
保健活動としての成
果を確認する。
子育てに関する学習
的要素をもったグ
ループにする。 健康教育の機
会として活用
できるように
活動の方向性
を導く。
母子保健活動と連動
することで，母子保
健に対する意識が高
まる。健康教育の機
会を設定しやすくな
る。
意図をもって活動の
方向性を導く。
村の健康課題に応じ
た活動のヒントを出
す。
意図に合った活動の
方向性を確認する。
健康課題に合った活
動にしていく。
健康教育と連動させ
る。
資源を活用あるいは
創造しながら健康教
育を行う。
予算化と人材の確保
につなげていく。
健康教育の機会とす
る。
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をしている母親の健康課題への対応策を立てていた。
２）当事者のニーズを確認し理解を得ながら事業化する
　【当事者のニーズを確認し理解を得ながら事業化する】
は，事業を当事者の悩みや問題を解決し予防していくし
くみとして創造するマネジメントサイクルから見出さ
れた内容である。事例Yを用いて説明すると，各地区に
高齢者が出会い，ふれあう機会をつくり，介護予防事業
として位置づけていくために，当事者である高齢者に対
し，介護予防の必要性の理解を促す働きかけを行なって
いた。このしくみを創造する中で，保健師は，４つのマ
ネジメントを行っていた。
　まずは，《当事者のニーズを確認する》であり，事例
Xでは乳幼児相談などの場で，母親が集う場が必要かど
うかを尋ねてニーズを確認していた。事例Yでは，老人
会などの集まりで当事者に意見を聞くなどしていた。そ
れと同時に事業や介護予防の説明を行い，《事業化への
理解を促す》ことを行っていた。事業化への了解が得ら
れた後は，公民館など当事者が集う場として活用できる
資源を探すなど，《場と機会をつくる》を行っていた。
事業の始まりには，事業への理解を深めて《当事者の主
体的な活動にする》ように働きかけていた。
３ ）当事者の主体性を大事にしながら，自主的な活動に
なるようにサポートしていく
　【当事者の主体性を大事にしながら，自主的な活動に
なるようにサポートしていく】は，事業を継続させてい
くしくみとして，当事者の主体的な活動を目標としたマ
ネジメントサイクルから見出された内容である。事例X
を用いて説明すると，意欲的な地区から活動を始め，当
事者の思いを反映した活動計画をたてるなど，活動のノ
ウハウを伝えることや，中心となる会長を支えながら軌
道に乗るようにサポートしていた。この中で，保健師は，
６つのマネジメントを行っていた。
　まずは，事例X・Y共に，《希望した地区から始める》
手法をとっており，主体性の高い地域を優先した後に
は，住民同士のつながりや事業化への反応と合わせて保
健師の活動を評価していた。次に《活動内容を当事者と
相談しながら決定する》，《住民同士のつながりを重視し
て活動を展開する》，《軌道に乗るまで保健師主導で活動
のノウハウを伝えていく》，《中心となる人を育てる》な
ど住民活動をサポートしていた。また，《自主的な活動
になっても保健師がいつでも活用される資源となる》と
いうマネジメントも行っていた。これは，自主的な活
動になってからも住民からの要望があったときや必要
時，健康教育などの機会として活用したり，いつでも住
民から活用される資源として，時々会に参加したりしな
がら，住民活動の状況を把握し評価していく活動であっ
た。
４ ）当事者と当事者を取り巻く地域住民を巻き込みなが
ら活動の基盤を整える
　【当事者と当事者を取り巻く地域住民を巻き込みなが
ら活動の基盤を整える】は，地域全体で当事者を支える
基盤づくりのしくみとして，地区組織を活用していたマ
ネジメントサイクルから見出された内容である。これ
は，全事例でみられ，例として，事例Zでは，各地区の
代表として活動できるように，各地区から選出しても
らっていた。この中で，保健師は，５つのマネジメント
を行っていた。まずは，各地区の代表として地域で活動
できるように地区組織の一つとして地区から選出しても
らうなど《地区組織と調整し，活用していく》であった。
それと同時に《当事者を取り巻く地域住民の事業目的・
意義の理解を促す》ことを行っていた。さらに事例Xで
は，《地区組織を活用して，当事者を取り巻く地域住民
を活動に巻き込んでいく》ことで，地域の理解を促し，
地域の中で当事者が活動しやすいように《当事者グルー
プを地区組織の中に組み込む》ことを行っていた。事例
Yでは《当事者を支える地域住民を増やす》ことも行っ
ていた。
５ ）住民グループの集まりを健康教育の機会として活用
する
　【住民グループの集まりを健康教育の機会として活用
する】は，地域の健康課題に関心をもたせていくしくみ
表 2　地域づくりにおいて創造・活用したしくみと
マネジメント活動
しくみ マネジメント活動
1）日常の保健活動のシステム
活動の根拠を明らかにし活動の
方向性を決定する
2）当事者の悩みや問題を解決
し予防していく事業
当事者のニーズを確認し理解を
得ながら事業化する
3）事業を継続させていく当事
者の主体的な活動
当事者の主体性を大事にしなが
ら、自主的な活動になるように
サポートしていく
4）地域全体で当事者を支える
基盤となる地区組織
当事者と当事者を取り巻く地域
住民を巻き込みながら活動の基
盤を整える
5）地域の健康課題に関心をも
たせていく他の保健事業
住民グループの集まりを健康教
育の機会として活用する
6）地域の中での活動機会とな
る地域の資源
地域の資源を活用あるいは創造
しながら、地域の中での住民の
主体的な活動の基盤をつくる
7）支え手となる人的資源を開
発･創造していく他機関の事業
他機関等と連携しながら地域住
民を対象に支え手となる人材を
育成する
8）支え手となる人的資源を開
発・創造していく事業
健康への関心を高め将来的な支
え手として動機づけていく
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として，他の保健事業を活用したマネジメントサイクル
から見出された内容である。これは全事例共にみられ，
事例Xを用いて説明すると，う蝕率の高さから，歯磨き
教室をグループの活動として提案するなど，地域の健康
課題にあったグループの活動計画になるように導いてい
た。このしくみを創造する中で，保健師は４つのマネジ
メントを行っていた。まずは，《健康や子育てに関する
学習的要素をもったグループにする》であり，次に《地
域の健康課題に応じた活動にしていく》であった。この
ように活動の方向性を導きながら《住民グループの活動
と健康教育を連動させていく》ことを行っていた。さら
に，事例Yでは，《保健師を活用される資源として位置
づける》ことを行っていた。
６ ）地域の資源を活用あるいは創造しながら，地域の中
での住民の主体的な活動の基盤をつくる
　【地域の資源を創造あるいは活用しながら，地域の中
での住民の主体的な活動の基盤をつくる】は，地域の
中での活動機会となるしくみとして，地域の資源を創
造・活用するマネジメントサイクルから見出された内
容である。これは事例Zでみられ，既存のボランティ
アグループを活用し，母子・成人保健推進員任期終了
後の活動の場とするなど，地域の資源を創造・活用し
ていた。この中で保健師は，５つのマネジメントを行っ
ていた。
　まずは，《地区組織と連動して人的資源を発掘する》
であり，次に具体的な活動場所として基本健診を活用す
るなど《住民に近いところでの活動を推進していく》や
《任期終了後のOG会をつくる》といったマネジメント
を行っていた。さらに，現在地域に存在するボランティ
アグループを活用することを考え，《任期終了後の活動
の場をつくる》や《市町村合併を機に，任期終了後の活
動の広がりを見通した研修内容をつくる》ことを計画し
ていた。
７ ）他機関等と連携しながら地域住民を対象に支え手と
なる人材を育成する
　【他機関等と連携しながら地域住民を対象に支え手と
なる人材を育成する】は，支え手となる人的資源を開
発・創造していくしくみとして，他機関の事業を活用す
るマネジメントサイクルから見出された内容である。こ
れは事例Yでみられ，社会福祉協議会と連携体制をと
り，社会福祉協議会のボランティア育成事業をしくみと
して活用していた。この中で保健師は，２つのマネジメ
ントを行っていた。１つは，《地区組織を活用して自分
たちにできることを考えてもらう》，もう１つは，《他機
関の事業を活用して人材を育成する》であった。
８ ）健康への関心を高め将来的な支え手として動機づけ
ていく
　【健康への関心を高め将来的な支え手として動機づけ
ていく】は，支え手となる人的資源を開発・創造してい
くしくみとして，事業そのものを活用するマネジメント
サイクルから見出された内容である。これは，事例Zで
みられ，母子・成人保健推進員育成事業の中で，任期修
了後も支え手として地域で活動できるように動機づけて
いた。この中で，保健師は２つのマネジメントを行って
いた。１つは，母子・成人保健推進員の任期を２年とし
て育成していたことより，《事業として地域の支え手と
なる人材を定期的に育成する》であった。もう１つは，
地域の福祉施設視察などを事業の中に取り入れ，健康問
題を抱えた住民についての理解を深めると共に，支え手
の活動についても知る機会としていたことより，《地域
のボランティア活動の状況などを直接知る機会をつく
る》であった。
Ⅵ．考　察
１ ．マネジメント機能から捉えた地域づくりにおける保
健師のマネジメント活動の特徴
　本研究では，地域づくりにおいて創造・活用したしく
みごとに，マネジメント機能を捉え，保健師のマネジメ
ント行為を明らかにしていった。そして，マネジメント
行為によって，さまざまな成果が生み出されていたこと
が明らかになった。以下に，マネジメントの成果から，
保健師が行ったマネジメント活動の特徴を考察する。
　保健師は，日常の保健活動のシステムを活用して，《当
事者の健康課題を明らかにする》や，《既存の地区の活
動をヒントに対応策を立てる》というマネジメント行為
を積み重ね，【活動の根拠を明らかにし活動の方向性を
決定する】ことで，ゴールに向かって根拠をもった効果
的な活動へと効率よく導くことができていた。活動の根
拠が明確になった後は，事業そのものを当事者の悩みや
問題を解決し予防していくためのしくみとして創造する
中で，保健師は，【当事者のニーズを確認し理解を得な
がら事業化する】ことを行っていた。このマネジメント
活動によって，当事者のニーズに合った活動方法を選択
でき，効率的な活動になっていた。さらに，当事者の事
業への理解を深めていくことで，当事者が自分の問題と
して捉えることができ，当事者同士の支え合いによる悩
み・問題の解決の基盤をつくっていたことから，効果的
な活動へと導いていたといえる。このように，保健師の
マネジメント活動は，成果を生み出すしかけとして，し
くみを創造・活用していたことが特徴であった。マネジ
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メントの成果には，事業化することで保健師の活動費が
つき，組織化することで，住民グループに活動費がつく
など，経済的な成果も確認できた。
　また，しくみを創造・活用していく過程に，Plan・
Do・Seeのマネジメントサイクルを動かすマネジメント
行為があり，一つひとつのマネジメント行為から成果を
生み出しながら，複数のマネジメント行為を積み重ねて
いくことも，マネジメント活動の特徴であった。
　事業を運営していく過程では，地区組織などの地域の
資源をしくみとして活用しながら，【当事者と当事者を
取り巻く地域住民を巻き込みながら活動の基盤を整え
る】や【地域の資源を活用あるいは創造しながら，地域
の中での住民の主体的な活動の基盤をつくる】という地
域での活動の基盤づくりを行っていた。この基盤づくり
によって，地域の中で認められる存在となり，当事者を
支える住民が増えるなど，地域の中で活動しやすくなっ
ていた。また，【当事者の主体性を大事にしながら，自
主的な活動になるようにサポートしていく】は，当事者
自身の活動になることにより，当事者同士の相互作用が
生じ，効果的な活動になっていた。【住民グループの集
まりを健康教育の機会として活用する】や【他機関等と
連携しながら地域住民を対象に支え手となる人材を育成
する】は，他の保健事業や他機関の事業と連動させてお
り，効率的な活動となっていた。【健康への関心を高め
将来的な支え手として動機づけていく】は，将来的な視
野の中で，当事者の健康づくりや地域住民の支え合いを
促進し，効果・効率を考えた活動展開であった。このよ
うに，保健師は，地域づくりというめざす姿に向かって
方向性を考え，活動の基盤を整えながら，他事業と連動
させて，健康への関心や住民同士の支え合いの意識を高
め，将来的な視野をもって住民の力を育てていくという
活動の展開過程をとっていた。
　宮崎13）は，事業開発における保健師のマネジメント
の特徴として，保健師は住民のニーズから，事業開発の
ビジョンをもって，戦略的・効率的に事業開発をマネジ
メントしていることを明らかにしている。本研究によっ
て，地域づくりにおける保健師のマネジメントは，しく
みを活用して意図的に効果的・効率的・経済的な成果を
生み出しながら，保健・福祉サービスを提供し，めざす
姿へと導く活動であることが，新たな知見として見出さ
れた。
２．保健師のマネジメントにおけるしくみの効用 
　地域づくりにおいて保健師が創造・活用したしくみの
一つであった，日常の保健活動のシステムは，根拠を
もって活動を進めていくためのしかけとなっていた。根
拠をもって活動の方向性を決定した後は，当事者の悩み
や問題を解決するための事業が，地域づくりの活動に向
けて，成果を生み出して進めていくためのしくみとなる
ように，事業そのものを活動の目標としていた。事業化
された後は，事業を継続させていくための当事者の主
体的な活動が，成果を生み出す活動の目標となるよう
に，しくみが働いていた。当事者を保健師の活動対象と
した後は，地域住民へ目を向けていた。ここで活用した
地区組織は，地域全体で当事者を支えていくためのしく
みであり，目標達成のために投入した資源であった。本
研究では，地域づくりにおける保健師のマネジメント活
動は，しくみを創造，あるいは，活用する過程の中で，
Plan・Do・Seeのサイクルを動かす活動であり，このし
くみを積み重ねながら，システムを構築していることが
明らかになった。マネジメントにおけるしくみは，めざ
す姿に向かって，成果を生み出すためのしかけとなる目
標設定や，目標を達成するための資源投入であった。ま
た，それぞれのしくみは，段階的にしかけられ，次なる
目標を導いていた。
　石川ら14）は，Plan・Do・Seeを意識すると共に，活動
理念を意識することにより，地域ニーズの解決に向け
てより効果的・効率的に実践できたと述べている。本
研究から，保健師は，しくみを活用することによって，
Plan・Do・Seeをより意識でき，効果的・効率的・経済
的な成果を生み出せることが示唆された。さらに，しく
みを積み重ねながらシステムをつくることで，活動の方
向性が明確になり，めざす姿に向かうことができるよう
になることも示唆された。このように，地域づくりにお
ける保健師のマネジメント活動は，しくみを活用してい
たことが特徴であり，このしくみが目指す姿に向かって
方向性を導き，より成果を生み出すしかけとなってい
た。
Ⅶ．結　語
　地域づくりにおける保健師のマネジメント活動には，
めざす姿に向かって方向性を考え，活動の基盤を整える
と共に，住民同士の支え合いを意識して，将来的な視野
で活動の広がりをもたせていくという活動展開の特徴が
あった。また，効果的・効率的・経済的な成果を生み出
すために，意図的にしくみを創造，あるいは活用しなが
らマネジメントサイクルを動かしていた。さらに，方向
性を導くしかけとして，しくみを積み重ねながら，めざ
す姿である地域住民の支え合いを意識した健康づくりの
ためのシステムを構築しているという特徴があった。
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 The purpose of this study was to identify nursing management in community development that is characteristic of 
public health nurses. Three advanced public health nurses participated in semi-structured interviews about their activity. 
The findings were based on three cases. Data was analyzed using the framework approach.
 As a result, the findings were eight contents of management: ① clarifying evidences and decide directionality of 
activity; ② confirming needs which she/he wanted to solve, and getting understanding and promoting project; ③ sup-
porting their activities so that it is carried out voluntary activities; ④preparing a base of activity with the person con-
cerned and residents in community;⑤making use of residents activities as an opportunity of health education;⑥mak-
ing a base of independent activity of residents while utilizing community resources or creating it; ⑦developing human 
resources as supporters in community with professionals in other institutions;⑧motivating residents to be interested in 
health and  develop as supporters in the community.
 The characteristics of nursing management in community development that public health nurses make use of or 
create structures to achieve the outcome effectively, efficiently, and economically. They create a system using those struc-
tures to empower residents who are able to support each other.
